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  ゆずりは通信（H29 年 8 月） 

                                              

 

 

●定例教育委員会での主な審議事項等（７月） 

 

★第７回（H29.7.6） 

     ・兵庫県社会教育委員の委嘱（任命）の件 

   ・第２期「ひょうご教育創造プラン（兵庫県教育基本計画）」に係る教育委員会の点検・評価

（平成 28 年度実績）報告書について 

・県立学校施設の耐震化の進捗状況について 

・平成 29 年度ひょうご・ロシアハバロフスク少年少女交流事業について 

 

★第８回（H29.7.20） 

・平成 29 年度兵庫県文化財保護審議会への諮問に関する件 

・兵庫県特別支援学校技能検定について 

 

 

※会議録及び会議資料は、教育委員会ホームページの教育委員会会議でご覧いただけます。 

                                             

 県教委ＴＯＰＩＣＳ 

 

●平成 29 年度第２回目の移動教育委員会を開催しました（H29.7.6） 

会場となった県立姫路工業高等学校で、生徒会長による学校

概要の説明や学校施設の見学の後、第７回定例教育委員会を開

催し、播磨西地区の教育の概要説明や議事が行われました。 

また、同日午前中には、人型ロボット「Pepper」を活用した

プログラミング教育に

先進的に取り組む神河

町立神崎小学校と、県指定重要有形文化財の大庄屋三木家

住宅（神崎郡福崎町）を訪問。神崎小学校では、学校長に

よる学校概要の説明後、グループごとにタッチセンサーを

使用して「Pepper」が会話できるようにプログラムを作成

する授業（５年生の「総合的な学習の時間」）をはじめ、

児童たちが主体的に学習に取り組む様子を視察しました。 

 

 

移動教育委員会議の様子＝県立姫路工業高等学校 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/iinkai/i-kaigi/iinkaikaigi29.htm


●平成 29 年度ひょうご・ロシアハバロフスク少年少女交流事業 

              ロシアハバロフスク地方から訪問団を受け入れました（H29.7.11～7.18） 

「ひょうご・ロシアハバロフスク少年少女交流事業」は、兵庫とロシアの子どもたちの交流を通

してお互いの文化や環境について学び、国際的視野をもつ青少年の育成と両国の友好関係の発展に

寄与することを目的としたものです。 

本事業は、兵庫県とハバロフスク地方政府との友好提携に関

する協定の締結（昭和 44 年）以来、長年にわたるコウノトリ

の学術交流や友好親善を推進する活動を経て、平成 18 年度に

初めてハバロフスク地方の少年少女を本県に受け入れ、平成 20

年度には本県児童生徒がハバロフスク地方を訪問して以降、交

互に訪問を繰り返しながら交流を続けているもので、今年度は、

引率者４名と 11～16 歳のハバロフスク地方少年少女７名で構

成された訪問団が７泊８日の日程で本県を訪問しました。 

県立姫路飾西高等学校では、部活動を通して書道や剣道などの日本文化を体験し、南あわじ市立

南淡中学校では、郷土芸能部と交流を行い、実際に人形浄瑠璃の人形を動かしたり、三味線演奏を

体験したりすることで伝統文化に触れることができました。 

また、昨年度本事業でロシアを訪問した生徒宅でのホームス

テイなど本県青少年との交流や、知事表敬訪問、県立人と自然

の博物館でのコウノトリを含めた環境学習、国立淡路青少年交

流の家での海洋体験活動等を経験。短い期間でありながら充実

した国際交流活動となりました。 

なお、来年度（平成 30 年度）は、本県の訪問団がハバロフス

ク地方を訪れる予定です。 

 

●平成 29 年度高校生等防災リーダー学習会を実施しました 

（淡路会場：H29.7.21～7.23  西脇会場：7.26～7.28） 

  高校生等が地域防災リーダーとして、将来の災害において臨機応変に対応できる力を身に着ける

とともに、被災地支援の在り方等を学ぶ学習会が、県内２カ所で実施されました。淡路会場（国立

淡路青少年交流の家）には、県立高校 19 校、市立高校３校、市立中学校７校の計 29 校から 80 名

が、西脇会場（西脇市立青年の家）には、県立高校７校と市立中学校１校の計８校から 30 名が参

加。各会場で、講義やワークショップ、体験活動、防災関連施設見学等のプログラムに取り組みま

した。 

２泊３日の合宿中には、災害に対する知識を学ぶとともに、活動ごとにリーダーを交代すること

で全員がリーダーとしての立場を意識して行動する機会を経験し、参加者全員が防災に関わるジュ

ニアリーダーとしての自覚を身に着けました。今後は、本合宿の参加生徒による東日本大震災の被

災地でのボランティアや現地の学校との交流等も予定されています。 

県立姫路飾西高校での書道体験 

南あわじ市立南淡中学校での 

人形浄瑠璃体験 

ワークショップでグループごとに討論 救命講習で心臓マッサージを体験 最終日には「アクションプラン」を発表 



 

 

●県立上郡高等学校  

上郡町立小学校における「放課後子ども教室」の活動 （平成 25 年度～） 

  

 県立上郡高等学校では、平成 25 年度から上郡町教育

委員会の実施事業のひとつである「放課後子ども教室」

に、保育士や教員を目指す生徒が、ボランティアでサポ

ーターとして参加しています。 

この取組は、「放課後子ども教室のボランティアさん

はご高齢の方が多く、子どもたちと一緒に外遊びをする

ことが難しい場合がある。是非とも元気な高校生に助け

て欲しい。」との上郡町教育委員会からの要望に、同校

の生徒達が応えて実現したものです。初年度は１教室

（山野里小学校）21 人でスタートした本活動ですが、

評判を聞きつけた他の教室（上郡小学校、高田小学校）

からも依頼を受け、今年度は普通科健康科学類型３年生の生徒を中心に１・２年生も加わり、総勢

33 名が３教室で活動しています。 

具体的な活動内容としては、上郡町内の３教室において、

それぞれ週２日の放課後２時間程度、児童と一緒に遊具で

遊んだり工作をしたり、宿題のサポートを行ったりしてい

ます。特に外遊びでは、安全確保の面から生徒たちはリー

ダーとして大活躍。参加児童からは、「お兄ちゃん」「お姉

ちゃん」と親しまれ、毎回の訪問を心待ちにされています。 

また、この取組は、同校の生徒たちにとっても自己有用

感を育むとともに、大きな自信につながり、保育士や教員

になるという将来の夢を叶えるための貴重な体験となっ

ています。今年度は平成 30 年１月までの活動を予定して

います。 

※県立上郡高等学校のホームページはこちらからご覧いただけます。 

 

○放課後子ども教室とは・・・ 

本県では、地域と学校が連携・協働して、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支

えていく活動（地域学校協働活動）を積極的に推進するため、「学校・家庭・地域の連携

協力推進事業」として、教育支援活動[学校支援活動、学習支援活動（地域未来塾）、放課

後等支援活動(放課後子ども教室)、土曜日の活動]の充実、総合化・ネットワーク化を図

り、「支援」から「連携・協働」を目指す体制づくりを進めています。 

「放課後子ども教室」は、教育支援活動のひとつで、放課後や週末等において、子ども

たちの安全・安心な活動場所を確保し、学習や様々な体験・交流活動を実施するものです。 

遊具を使った外遊びを見守る＝上郡町立山野里小学校 

工作のお手伝いの様子＝上郡町立上郡小学校 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ekamigori-hs/


●県立学校が県庁の緑化に取り組んでいます（H29.8.1） 

８月は県立山崎高等学校の森林環境科学科の生徒による作

品です。 

テーマは「がんばれニッポン、がんばれ農業高校生」。一枚

一枚丁寧に板を貼り付けることで描いた市松模様は、東京オ

リンピックの大会エンブレムを

モチーフにしたものです。また、

陶器の鉢の中にはメダカが泳ぎ、

苔の緑色とともに演出する涼しげ

な空間が広がっています。県庁にお越しの際は、是非、お立ち寄りい

ただき、木の香りを感じながら作品をお楽しみください。 

※学校 PR 等はワンショットニュースで発信しています。 

                                             

今後のイベント情報 

★「日本スポーツマスターズ２０１７兵庫大会」が近畿宝くじ 2543 回の図柄に採用されました 

競技志向の高いシニア世代を対象としたスポーツの祭典であ

る「日本スポーツマスターズ２０１７兵庫大会」が、いよいよ

９月 15 日（金）から９月 19 日（火）の会期で開催されます。 

大会の周知と機運醸成を図るため、近畿宝くじの図案に応募

したところ、この度、近畿宝くじ第 2543 回の図柄として採用さ

れることになりました。大会期間中には、13 競技に約 8,000 人

が参加予定です。是非、会場へ足をお運びいただき、選手達への熱い声援をお願いします。 

※「日本スポーツマスターズ 2017 兵庫大会」の詳細はこちらからご覧いただけます。 

★美術館・博物館等の催し案内 

 施 設 名 主な催しもの 期  間 

県立美術館 
特別展 

｢怖い絵｣展 

H29. 7.22(土）～ 

 H29. 9.18(月・祝） 

県立人と自然の博物館 

開館 25 周年記念展示  

｢ひとはく研究員のいちおし 25 選 

（夏の部）｣ 

H29. 7.15(土）～ H29. 9.10(日) 

トピックス展 

｢ブリキのカメ展｣ 

－カメの玩具にあらわれる外来種の影響－ 

H29. 7.15(土）～ H29. 9.10(日) 

県立歴史博物館 
兵庫県政 150 周年記念事業先行事業 

特別企画展「れきはく玉手箱」 
H29. 7.15(土) ～ H29. 9.10(日) 

県立考古博物館 

開館 10 周年記念／台湾新北市立十三行 

博物館交流展 

台湾パイワン族の文化－太陽王子の神珠－ 

H29. 7.22(土) ～ H29. 9. 3(日) 

県立考古博物館加西分館

｢古代鏡展示館｣ 

開館記念展１ 

百花繚乱 いま、古の美が咲き誇る！ 
H29. 4.14(金) ～ H29. 9. 5(火) 
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県立山崎高校の作品展示 

販売期間は８月 23 日(水)～９月５日(火) 
（１枚 100 円） 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot17/index-oneshot1708.html
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Esportsmasters2017/index.html
http://www.artm.pref.hyogo.jp/exhibition/t_1707/index.html
http://www.artm.pref.hyogo.jp/exhibition/t_1707/index.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning/turtletoys.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning/turtletoys.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning/turtletoys.html
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Erekihaku-bo/official/ex-2017-pl1.html
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Erekihaku-bo/official/ex-2017-pl1.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/events/p6krdf0000006ewv.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/events/p6krdf0000006ewv.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/events/p6krdf0000006ewv.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=3
http://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=3

